
質
問
一

こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

ア

給
付
費
の
抑
制
に
つ
い
て
。

イ

事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
。

ウ

職
員
の
在
り
方
に
つ
い
て
。

二

健
康
づ
く
り
計
画
「
や
っ
て
み
よ

う
１
・
２
・
３
笑
顔
で
健
康
づ
く
り
」

に
つ
い
て
。

ア

進
捗
状
況
の
「
経
年
的
評
価
」
は
。

イ

見
直
し
の
時
期
で
あ
り
、
新
た
な

計
画
が
必
要
で
あ
る
が
。

三

食
育
の
推
進
に
つ
い
て

答
弁
一

ア
（
市
長
）

給
付
費
は
、

介
護
保
険
制
度
発
足
後
８
年
で
、
２
・

３
倍
と
な
っ
た
。
高
齢
者
が
介
護
を
必

要
と
せ
ず
、
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
。

イ

地
域
社
会
を
支
え
る
市
民
の
力
、

地
域
の
力
、
共
助
の
仕
組
み
が
必
要
。

ウ

専
門
職
員
の
確
保
と
制
度
に
精
通

し
た
職
員
の
育
成
を
図
る
。

二

ア

健
康
づ
く
り
計
画
は
平
成
１７

年
３
月
に
策
定
、
経
年
的
評
価
は
一
部

目
標
値
を
達
成
し
て
い
る
。
１８
年
度
に

は
「
あ
は
は
！
つ
る
か
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
企
画
、
成
果
と
し
て
評
価
で
き

る
健
康
づ
く
り
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

イ

急
速
に
進
む
本
市
の
高
齢
化
を
見

据
え
た
計
画
と
し
た
い
。

三

食
育
推
進
計
画
を
策
定
す
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

自
主
防
災
組
織
と

鶴
ヶ
島
市
地
域
防
災
の
連
携
に
つ
い
て

質
問
一

川
越
総
合
卸
売
市
場
㈱
の
株

主
は
ど
こ
か
。
本
市
の
出
資
額
等
は
。

二

今
年
の
株
主
総
会
の
日
時
は
。

三

株
主
総
会
に
出
席
し
た
か
。

四

市
長
は
取
締
役
だ
が
、
取
締
役
会

は
年
に
何
回
開
催
さ
れ
、
出
欠
は
。

五

株
主
総
会
、
取
締
役
会
の
議
事
録

は
、
市
民
が
閲
覧
可
能
か
。

六

６
月
の
株
主
総
会
に
「
資
本
金
の

額
の
減
少
に
つ
い
て
」
が
上
程
さ
れ
た

か
。
減
少
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。
ま
た
な
ぜ
、
今
か
。

七

過
去
５
年
間
の
決
算
か
ら
見
て
、

経
営
状
態
等
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

八

今
後
の
見
通
し
、
経
営
方
針
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

株
主
は
本
市
を
含

む
近
隣
９
市
町
と
埼
玉
り
そ
な
銀
行
等

４
社
で
あ
る
。
１
株
５
万
円
で
、
市
の

持
ち
株
数
は
９
８
２
１
株
、
出
資
総
額

は
４
億
９
１
０
５
万
円
。

二

６
月
の
定
時
株
主
総
会
と
８
月
の

臨
時
株
主
総
会
。

三

他
の
公
務
と
重
な
り
、
２
回
と
も

欠
席
。

四

就
任
以
来
１５
回
中
１１
回
の
出
席
。

五

市
情
報
公
開
条
例
で
可
能
で
あ
る
。

六

資
本
金
１
４
４
億
円
を
１
４
３
億

円
減
少
さ
せ
て
１
億
円
と
す
る
予
定
で
、

欠
損
金
の
解
消
と
節
税
に
な
る
。

七

よ
い
経
営
状
態
と
は
い
え
な
い
。

八

市
場
運
営
の
健
全
化
及
び
施
設
管

理
の
適
正
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

埼玉川越総合地方卸売市場

迫
り
来
る
超
高
齢
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け
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地
域
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再
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築
が
必
要
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